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女
性
活
躍
実
行
計
画
策
定
へ

女
性
活
躍
実
行
計
画
策
定
へ

国
交
省

検
討
会
建
設
産
業
に
お
け
る
定
着
促
進

国
交
省
上
下
水
道
の
地
震
対
策

今
年
度
中
に
新
た
な
計
画
策
定

国
土
交
通
省
は
８
月
２１

日
、
東
京
・
霞
が
関
の
同
省

会
議
室
で
令
和
６
年
度
第
１

回
「
建
設
産
業
に
お
け
る
女

性
活
躍
・
定
着
促
進
に
向
け

た
実
行
計
画
検
討
会
」
（
座

長
・
須
田
久
美
子
建
設
産
業

女
性
定
着
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
幹
事
長
）
を
開
催
し
た
。

女
性
活
躍
・
定
着
促
進
に
向

け
た
実
行
計
画
を
策
定
す
る

た
め
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、

新
た
な
計
画
の
方
向
性
に
つ

い
て
議
論
し
た
。

女
性
活
躍
・
定
着
促
進
に

つ
い
て
は
平
成
２６
年
に
「
も

っ
と
女
性
が
活
躍
で
き
る
建

設
業
行
動
計
画
」
、
令
和
２

年
に
「
女
性
の
定
着
促
進
に

向
け
た
建
設
産
業
行
動
計

画
」
を
作
成
し
、
官
民
一
体

の
取
り
組
み
を
進
め
て
き

た
。
前
回
の
計
画
策
定
か
ら

５
年
近
く
経
過
し
、
建
設
業

を
取
り
巻
く
情
勢
も
変
化
し

て
い
る
こ
と
か
ら
抜
本
的
な

見
直
し
に
着
手
す
る
。

初
会
合
で
は
平
田
研
不
動

産
・
建
設
経
済
局
長
が
あ
い

さ
つ
に
立
ち
「
建
設
業
は
担

い
手
の
確
保
が
最
大
の
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
女
性
の
活

躍
も
期
待
さ
れ
、
女
性
が
働

き
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
向

け
て
活
発
な
議
論
を
お
願
い

す
る
」
と
呼
び
か
け
た
。

関
係
団
体
の
取
り
組
み
で

は
全
国
管
工
事
業
協
同
組
合

連
合
会
が
加
盟
す
る
一
般
社

団
法
人
建
設
産
業
専
門
団
団

体
連
合
会
の
柳
澤
庄
一
専
務

理
事
・
事
務
局
長
が
先
進
的

事
例
を
紹
介
。
新
た
な
計
画

策
定
の
方
向
性
に
つ
い
て
は

①
入
職
促
進
に
向
け
た
き
め

細
か
い
広
報
②
女
性
の
特
性

が
活
か
せ
る
新
た
な
活
動
領

域
へ
の
着
目
③
ハ
ー
ド
・
ソ

フ
ト
両
面
の
現
場
環
境
整
備

―
―
な
ど
を
重
点
課
題
と
し

て
提
示
し
た
。

今
後
は
有
識
者
へ
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
や
関
係
団
体
・
企
業

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

い
、
年
末
を
め
ど
に
新
計
画

の
骨
子
案
を
示
す
。

国
土
交
通
省
は
８
月
２７
日
、
東
京
・
霞
が
関
の
中
央
合
同
庁
舎
３
号
館
特
別
会
議
室
で
第
３
回
「
上
下
水
道
地

震
対
策
検
討
委
員
会
」
（
委
員
長
・
滝
沢
智
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
教
授
）
を
開
き
、
能
登
半
島
地
震

の
被
災
・
復
旧
状
況
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
上
下
水
道
施
設
の
今
後
の
地
震
対
策
の
あ
り
方
に
関
す
る
報
告
書

を
ま
と
め
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
１０
月
ま
で
に
全
国
の
上
下
水
道
施
設
を
対
象
と
し
た
耐
震
化
緊
急
点
検
を
行

う
。
実
施
後
、
新
た
な
上
下
水
道
地
震
対
策
計
画
を
今
年
度
中
に
策
定
す
る
方
針
だ
。

元
日
に
発
生
し
た
能
登
半

島
地
震
で
は
石
川
県
を
中
心

に
最
大
約
１４
万
戸
で
断
水
が

発
生
す
る
な
ど
上
下
水
道
施

設
が
多
大
な
被
害
を
受
け

た
。
耐
震
化
し
て
い
た
施
設

は
お
お
む
ね
機
能
を
確
保
し

た
も
の
の
、
未
実
施
の
基
幹

管
路
な
ど
で
被
害
が
生
じ
、

広
範
囲
の
断
水
や
下
水
管
内

の
滞
水
が
発
生
す
る
と
と
も

に
、
復
旧
活
動
の
長
期
化
を

も
た
ら
し
た
。
こ
の
た
め
学

識
者
、
地
方
公
共
団
体
、
関

係
団
体
な
ど
で
組
織
す
る
同

検
討
委
は
災
害
に
強
い
持
続

可
能
な
上
下
水
道
シ
ス
テ
ム

の
構
築
に
向
け
て
議
論
を
進

め
て
き
た
。

当
日
は
国
交
省
の
松
原
誠

上
下
水
道
審
議
官
が
冒
頭
あ

い
さ
つ
に
立
ち
「
能
登
半
島

地
震
発
災
か
ら
８
カ
月
が
経

過
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
日

向
灘
な
ど
各
地
で
地
震
が
発

生
し
、
初
の
南
海
ト
ラ
フ
地

震
臨
時
情
報
も
発
令
さ
れ
、

地
震
に
対
す
る
注
意
が
一
段

と
喚
起
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

だ
。
こ
う

し
た
中
、

水
の
大
切

さ
が
改
め

て
注
目
さ

れ
て
い

る
。
皆
さ

ま
と
共
に

上
下
水
道

一
体
の
取

り
組
み
を

さ
ら
に
強

化
し
て
い

き
た
い
」

と
述
べ
、
一
層
の
協
力
を
要

請
し
た
。

続
い
て
滝
沢
委
員
長
が

「
５
カ
月
間
に
わ
た
っ
て
議

論
し
て
き
た
当
検
討
委
員
会

も
今
回
で
最
終
と
り
ま
と
め

を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
さ

ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
ご
意
見

を
賜
れ
ば
幸
い
だ
」
と
活
発

な
議
論
を
期
待
し
た
。

報
告
書
で
は
能
登
半
島
地

震
で
水
の
重
要
性
・
公
共
性

が
再
認
識
さ
れ
た
こ
と
を
踏

ま
え
、
上
下
水
道
一
体
と
な

っ
た
取
り
組
み
の
必
要
性
を

強
調
。
今
後
の
方
向
性
と
し

て
可
搬
式
浄
水
・
汚
水
処
理

設
備
な
ど
分
散
型
シ
ス
テ
ム

の
導
入
や
代
替
性
・
多
重
性

の
確
保
、
人
口
減
少
に
柔
軟

に
対
応
で
き
る
新
技
術
と
Ｄ

Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ

ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
活

用
、
広
域
連
携
・
官
民
連
携

の
加
速
化
な
ど
を
促
し
た
。

ま
た
国
が
中
心
と
な
っ
た

復
旧
支
援
体
制
の
確
立
、
処

理
場
な
ど
の
防
災
拠
点
化
、

機
能
確
保
を
最
優
先
と
し
た

早
期
復
旧
、
宅
内
配
管
に
対

す
る
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
対
応

な
ど
を
提
言
。
早
期
復
旧
に

つ
い
て
は
取
水
施
設
、
浄
水

場
、
配
水
池
、
導
入
菅
、
下

水
処
理
場
、
ポ
ン
プ
場
な
ど

の
重
要
施
設
と
避
難
所
に
接

続
す
る
上
下
水
道
管
路
な
ど

を
優
先
的
に
行
い
、
災
害
対

応
に
関
す
る
各
種
マ
ニ
ュ
ア

ル
も
順
次
見
直
し
て
い
く
こ

と
を
盛
り
込
ん
だ
。

能
登
半
島
地
震
の
被
災
・

復
旧
状
況
に
つ
い
て
は
水
道

管
が
管
路
延
長
１
万
３
０
０

０
㎞
以
上
・
２
０
０
０
カ
所

以
上
、
下
水
道
管
が
約
３
９

０
㎞
被
災
し
、
水
道
管
は
５

月
末
、
下
水
道
管
も
４
月
末

ま
で
に
お
お
む
ね
復
旧
し
た

こ
と
を
確
認
し
た
。

耐震化で緊急点検耐震化で緊急点検

報告書をまとめる検討委

松原審議官

滝沢委員長

初会合で活発に意見交換

平田局長
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